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ヒトは空気や水，食品を摂取して健康を保持増進する一方，有害汚染物質により健康被害を被っ

ている。こうした環境問題に対処するためには，有害汚染物質の高性能な分析法を開発して，汚染と

曝露の実態を把握し，疾病に至る機序を解明できて，初めて適切な予防が可能になる。この考えに基づ

いて，健康に関わる生活環境化学物質に関する次の研究を推進した。 

1) イオン性物質/非光吸収性物質の分析法開発と応用 

2) 濫用薬物の分析法開発と応用 

3) 多環芳香族炭化水素（PAH）類の分析法開発と応用 

本講演では，このうち，3) を中心にお話ししたい。 

PAH とそのニトロ誘導体（NPAH）は，主に化石燃料の燃焼に伴って発生し，その多くは発癌性であ

る。また，最近大きな社会問題になっている微小粒子状物質（PM2.5）にも含まれている。日本では，か

つて自動車による都市大気汚染が深刻であったが，排ガス粉塵中の NPAH は PAH より毒性は強いもの

の濃度は極めて低いために，その大気内挙動を追跡することができなかった。それらを踏まえて，大気

中 NPAH の分析法開発から研究を開始したのが 1980 年代後半である。 

まず， NPAHをオンライン還元して生成アミノPAHを化学発光検出する超高感度なHPLCシステムを

発明した。本法は，PAH類とPM2.5に関する世界の先端的研究を支える切り札になっているが，さらに

PM2.5の発生源を特定できるという利点も有している。これにより，有機物のニトロ化反応は温度に依存

するためことが証明できたため，NPAHとPAHの組成比（[NPAH]/[PAH]）は優れた発生源特定マーカー

であることが判明し，日本だけでなく東アジア諸国のPM2.5の発生源を明らかにできた。また，発癌性本

体のPAH，NPAHを定量できるので，PM2.5の発がんリスクが容易に試算可能になった。さらに， PAH類

の水酸化体やキノン体が内分泌かく乱作用や活性酸素種産生作用を有することを発見する一方で，これ

ら誘導体類のLC-MS法やGC-MS法を含めた高感度分析法を開発した。これらを用いて，PAH水酸化体や

キノン体類の大気内挙動と曝露の実態が次第に明らかになってきた。 

一方で，1990年代後半から，日本，中国，韓国及びロシア沿海州の10都市と能登半島を含むバックグ

ラウンド地点を網羅する国際PAH，NPAH観測ネットワークを構築して，現在までこれを牽引してきた。

中国のPAH，NPAH濃度は北高南低で，華北の濃度は日本の数十～百倍以上に達すること，華北が高い

主な原因は冬の石炭暖房であり，自動車が主要発生源の日本や韓国とは大きく異なること，冬に中国か

らPAH，NPAHが日本海を越えて日本に長距離輸送されていることなど，PM2.5問題の解明と対策に繋が

る有用な知見を国際社会に発信している。 
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